
 

 

 

 

 

 

 

 

病院経営の変革に取組む人材を育成するプログラムを開始 
平成 29 年度文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」採択事業 

 

横浜市立大学は、平成 29年度文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」＊１に採択された

事業「都市型地域医療を先導する病院変革人材育成」（事業責任者：附属市民総合医療センター病院長 後

藤隆久）として、平成 30年度から医療経営人材を育成する「YCU病院経営マネジメントプログラム」（履

修証明プログラム＊２）を開始します。 

横浜市は、超高齢社会が進行していく中で、地域医療に都市特有の課題を抱えており、大学病院をは

じめとする急性期病院の経営は非常に難しい局面を迎えています。そこで、本事業では、横浜市医療局

と連携して、これら地域の課題を踏まえながら経営戦略を立てていける医療人材（病院経営幹部、行政

担当者等）を育成することを目指しています。 

 

◇「YCU 医療経営マネジメントプログラム」概要 

社会人（医師、看護師、病院事務管理職、医療行政担当者等）を対象とした１年間（120 時間）の履修証明プ

ログラムです。地域医療の中核を担う病院の病院長や幹部候補の養成、地域医療システムを先導する人材育成

を目指し、e-learningやケーススタディなどを組み合わせ、仕事をしながら修了することができる 1年間のコ

ースです。医学研究科、国際マネジメント研究科、附属病院、附属市民総合医療センターの４拠点で、幅広い

専門分野の教員が指導にあたります。講義のみならず、特別研究では、教員やコーディネーターのサポートの

もと、各自が病院の経営課題をテーマ設定し、解決に向けて、データ収集・分析・解決策の提案を行い、その

成果を中間報告会で発表、最終的にレポートにまとめるなど、実課題を解決する力を身に付けます。 

 

＜平成 30年度 履修生募集の概要＞ 

募集の対象 医療又は行政関係の職務に 3年以上携わっている者 

募集人数 10名程度 ※社会人対象のため、e-learning等受講しやすい環境を整備します。 

必修科目 医療政策学、医療経営学、安全管理学・ガバナンス、特別研究 

選択科目 臨床医学概論、臨床統計学、医学教育学、看護管理学、看護政策学、調査方法論、 

  公会計研究、医療イノベーション経営（1科目選択） 

履修期間 1年間 120時間   

出願期間 2月 9日（金）～2月 19日（月） 

受講料  無料（教材費実費） 

 

※ 詳細は Webサイト http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~hp_mgt/information/ をご覧ください。 

※「課題解決型高度医療人材養成プログラム」＊1、「履修証明プログラム」＊2については、裏面参照 

お問い合わせ先 

福浦キャンパス学務・教務課長 谷 誠司   TEL 045-787-2501 

（裏面あり） 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

 
平 成 3 0 年 2 月 5 日 
福浦キャンパス学務・教務課 

http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~hp_mgt/information/


 

 

＊１ 文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログラム」 
 

本プログラムは、全国の大学・大学病院における人材養成機能を一層強化し、我が国が抱える医療現

場の諸課題等に対して、科学的根拠に基づいた医療を提供でき、健康長寿社会の実現に寄与できる優れ

た医療人材を養成することを目的に平成 26年度より実施されている事業です。今年度新たに、健全な病

院運営実現のための教育プログラムの開発及び教育体制を構築し、地域の実情に応じた経営戦略の企

画・立案能力を兼ね備えた医療人材を養成するため、「病院経営支援に関する領域」をテーマとして公募

され、応募 17件中、10件が採択されました。 

 

＜平成 29年度 本プログラムの採択内容＞ 

事業年度：平成 29年度～平成 33年度 5年間（予定） 

補助金額：初年度 1千万円（4年目は 2／3、5年目は 1／3） 

文部科学省 WEBサイト http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1384648.htm 

 

本学の採択事業「都市型地域医療を先導する病院変革人材育成」の内容と特色 
 

急激な高齢化により、大学病院は様々な新たな課題に向き合うことになります。典型的な都市型地域

医療の課題－高齢化に伴う急性期病床の過剰と回復期・慢性期病床や地域の介護力等の不足、大学病院

の使命である高度医療、急性期医療を終えた患者を地域に戻す際の困難さ等－を克服し、大学病院の健

全経営を担保するために、以下の資質を備えた人材の育成を行います。 

 

◆医療安全や病院管理等の基本的資質に加え、地域毎の医療環境の中での自院の戦略的ポジショニング

を考え、大学病院を変革する力 

◆地域の医療・介護システムを構築していく中で大学ならではのリーダーシップを発揮し、病院単独で

は解決できない経営問題をその地域の行政、医療・介護の担い手、住民等と協働しながら解決する力 

 

この事業で実施するプログラムは、医学研究科、国際マネジメント研究科、附属２病院が連携して提

供することを特色としています。「特別研究」では、実際の病院経営課題、履修者の所属病院の経営課

題、行政での課題について、ケーススタディを行います。履修者にあわせた課題について学ぶことで、

その後のキャリアに活かしていけることが履修生の最大のメリットです。 

なお、横浜市の行政や中核病院をはじめとする地域の医療機関や医師会、訪問看護ステーション、薬

局等とも連携を予定しており、この事業により都市型地域医療システムの構築に貢献します。 

 

 

＊２ 「履修証明プログラム」 

 

平成 19 年の学校教育法の改正により、創設された制度（「履修証明制度」）。学生を対象とする学位プ

ログラムとは別に、社会人等の学生以外の者を対象とした一定のまとまりのある学習プログラム（履修

証明プログラム）を開設し、その修了者に対して法に基づく履修証明書（Certificate）を交付するもの

です（法第 105条等）。 

 

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1384648.htm
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